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十
数
年
前
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
付
近
の

畑
で
新
聞
配
達
時
に
よ
く
会

う
女
性
が
「
こ
こ
を
売
っ
て

く
れ
と
市
か
ら
言
わ
れ
て
」
と

寂
し
が
っ
て
い
た
。
土
地
開

発
公
社
は
優
良
農
地
を
造
成
し
破
綻
、

広
大
な
売
れ
な
い
土
地
を
伊
那
市
は

引
き
継
い
だ
。
上
の
原
工
業
団
地
Ｂ

区
画
（
約
３
㌶
）
で
は
税
金
を
３
億

円
以
上
つ
ぎ
込
み
42
％
引
き
で
大
廉

売
、
未
だ
売
れ
ず
▼
今
年
の
３
月
議

会
。
４
年
間
の
土
地
の
売
却
で
３
社

が
操
業
し
、
そ
の
社
員
数
は
わ
ず
か

に
40
人
、
税
収
は
２
２
０
０
万
円
と

答
弁
。
市
議
が
六
道
原
工
業
団
地
の

旧
美
篶
肉
牛
団
地
の
約
１
万
㎡
を
工

場
用
地
と
し
て
活
用
し
た
ら
ど
う
か

と
質
問
。
地
権
者
は
「
い
ま
さ
ら
返

さ
れ
て
も
困
る
」
と
。
市
で
は
公
社

の
解
散
後
、
土
地
保
有
の
上
限
を
概

ね
５
万
㎡
と
決
め
現
在
６
．
４
万
㎡

保
有
し
て
い
る
▼
９
月
議
会
で
は
さ

ら
に
肉
牛
団
地
跡
地
を
買
収
し
下
水

工
事
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
す
る
と
提

案
。
市
長
は
飯
島
光
豊
議
員
の
質
問

に
こ
の
土
地
を
欲
し
い
企
業
が
複
数

あ
る
と
答
弁
し
た
。
念
書
も
な
く
Ｎ

Ｅ
Ｃ
に
売
却
で
き
な
か
っ
た
時
と
同

じ
セ
リ
フ
が
▼
箕
輪
町
、
南
箕
輪
村
、

宮
田
村
の
土
地
開
発
公
社
は
宅
地
以

外
の
土
地
を
保
有
し
て
い
な
い
。

「
企
業
か
ら
声
が
か
か
っ
た
ら
斡
旋
す

る
」
と
賢
明
な
施
策
だ
。
「
開
発
公

社
が
解
散
し
莫
大
な
血
税
を
使
っ
た

轍
を
踏
ま
ず
、
企
業
に
土
地
を
斡
旋

し
て
個
別
に
売
買
交
渉
し
て
も
ら
え

ば
」
と
飯
島
議
員
は
質
問
。
も
っ
と

も
な
主
張
で
あ
る
。

（
Ｅ
・
Ｋ
）

地 蜂

「
定
員
１
名
の
５
区
で
の
勝
利
に
は
、

野
党
が
ま
と
ま
り
闘
う
の
が
当
然
だ
ね
」

（
60
代
女
性
）
。
「
参
院
選
の
よ
う
に
、

野
党
の
議
員
を
出
し
、
自
民
党
の
議
席

を
な
く
し
た
い
」
（
40
代
女
性
）
。
「
戦

争
や
暗
闇
社
会
は
ゴ
メ
ン
。
国
会
で
安

倍
さ
ん
の
悪
い
政
治
に
一
言
も
言
え
な

い
議
員
は
も
う
ゴ
メ
ン
だ
。
今
度
は
野

党
候
補
を
支
持
す
る
よ
」
（
80
代
男
性
）

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

解
散
総
選
挙
が
と
り
ざ
た
さ
れ
る
中
、

上
伊
那
の
市
民
ら
が
９
月
21
日
伊
那
市

内
で
集
会
を
開
き
、
衆
院
選
の
５
区
で

野
党
と
市
民
が
力
を
合
わ
せ
た
た
か
う

と
し
て
、
市
民
連
合
の
結
成
を
確
認
。

候
補
者
の
１
本
化
や
政
策
づ
く
り
な
ど

急
い
で
取
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
上
伊
那
地
区
委
員
会
は
、

野
党
と
市
民
の
本
気
の
共
闘
で
５
区
で

の
勝
利
と
、
北
陸
信
越
の
比
例
区
で
共

産
党
２
議
席
を
確
保
す
る
と
し
て
全
党

員
と
後
援
会
員
の
総
決
起
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
解
散
・
総
選
挙
は
、
悪
政

と
疑
惑
隠
し
の
安
倍
政
治
に
広
範
な
国

民
が
立
ち
上
が
り
、
追
い
詰
め
た
結
果

と
し
、
政
治
を
変
え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
と
と
ら
え
て
、
広
範
な
国
民
の
皆
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
た
た
か
い
を
す
す
め

る
と
し
て
い
ま
す
。
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安
倍
首
相
が
、
森
友
・
加
計
の
疑
惑
隠
し
を
狙
っ
て
の
衆
院
解
散
は
、
10
月
10

日
公
示
、
22
日
投
票
に
。
「
国
民
に
冷
た
く

、
戦
争
す
る
政
治
を
変
え
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
」
と
西
箕
輪
の
城
田
洋
子
さ
ん
（
71
才
）
は
言
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
総
選
挙
を
「
日
本
の
命
運
を
分
け
る
歴
史
的
政
治
戦
、
野
党

共
闘
の
勝
利
と
共
産
党
の
躍
進
に
全
力
を
あ
げ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
伊

那
で
は
野
党
や
市
民
の
代
表
者
ら
が
「
衆
院
選
も
共
闘
し
て
闘
お
う
」
と
取
り
組

み
の
準
備
を
急
い
で
進
め
て
い
ま
す
。

自
公
政
治
は
も
う
ゴ
メ
ン

５
区
で
必
ず
議
席
確
保
を

ま
と
も
な
政
治
へ
力
合
わ
せ
る

平成大橋で（上）、ベ
ルシャイン前で（右）
安倍政権を倒すまでずっ
と立ち続けています。

９
月
議
会
に
六
道
原
の
元
Ｊ
Ａ
肉
牛
団
地

用
地
取
得
の
議
案
と
、
取
得
費
等
で
１
億
３

６
４
０
万
円
の
特
別
会
計
補
正
予
算
、
こ
れ

に
係
る
道
路
・
上
下
水
等
整
備
費
３
３
２
０

万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
土
地
は
９
筆
６
名
が
所
有
。
Ｊ

Ａ
か
ら
の
利
活
用
の
問
い
合
わ
せ
に
、
伊
那

市
が
購
入
を
検
討
、
最
適
地
と
し
て
提
案
し

た
も
の
で
す
。

党
市
議
団
は
、
市
は
既
に
内
規
の
５
万
㎡

を
超
え
る
工
業
団
地
用
地
を
所
有
し
て
い
る

こ
と
、
売
り
先
も
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
急
い
で
買
う
必
要
は
な
く
、
あ
っ
せ
ん

方
式
に
す
る
べ
き
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

市
民
か
ら
は
、
「
工
業
用
地
よ
り
、
国
保

税
の
引
き
下
げ
を
」
や
「
高
齢
者
福
祉
に
税

金
を
使
っ
て
」
と
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
前
沢

け
い
子
）

「
工
業
用
地
の
取
得
」
に

反
対
！
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平
和
の
波
キ
ャ
ン
ド
ル
ウ
ォ
ー
ク

い
な
っ

せ
北
側
広

場
で
９
月

20
日
夕
方
、

「
核
兵
器

禁
止
条
約

に
日
本
政

府
は
署
名

を
」
な
ど

を
求
め
る

集
会
に
約
50
人
が
参
加
し
、
集
会
後
、

伊
那
北
駅
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し

た
。今

年
の
原
水
禁
大
会
で
の
、
「
核
兵

器
禁
止
条
約
に
各
国
で
署
名
が
開
始
さ

れ
る
９
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
『
核
兵

器
禁
止
・
廃
絶
』
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル

す
る
」
と
の
提
案
を
受
け
、
上
伊
那
原

水
協
と
民
主
商
工
会
、
Ｇ
Ｆ
Ｐ
上
伊
那

が
主
催
し
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
で
は
、
参
加
者
が
懐
中
電

灯
や
ラ
イ
ト
、
光
る
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
な

ど
光
る
も
の
を
持
ち
「
日
本
政
府
は
核

兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
せ
よ
」
「
核
禁

止
条
約
に
署
名
す
る
政
府
を
つ
く
ろ
う
」

な
ど
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

沿
道
か
ら
「
核
を
使
っ
た
ら
世
界
が

破
滅
す
る
。
無
く
す
こ
と
が
大
事
」
（
40

代
男
性
）
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

第
８
回

平
和
音
楽
会

「
こ
わ
し
て
は
い
け
な
い

～
無
言
館
を
う
た
う
」

９
月
17
日
、
う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル

「
ざ
ざ
む
し
」
主
催
の
第
８
回
平
和
音

楽
会
が
駒
ケ
根
市
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
披
露
し
た
合
唱
組
曲
「
こ
わ
し

て
は
い
け
な
い
～
無
言
館
を
う
た
う
」

は
、
上
田
市
の
戦
没
画
学
生
慰
霊
美
術

館
「
無
言
館
」
開
館
20
周
年
を
記
念
し

て
、
館
長
の
窪
島
誠
一
郎
さ
ん
が
作
詞
、

池
辺
晋
一
郎

さ
ん
が
作
曲

し
た
も
の
で

す
。全

県
か
ら

公
募
で
集
ま
っ

た
１
０
０
人

の
合
唱
団
は
、

平
和
憲
法
を

変
え
よ
う
と

す
る
政
治
の

動
き
が
強
ま
る
中
、
「
平
和
を
こ
わ
し

て
は
い
け
な
い
、
い
の
ち
を
大
切
に
」

の
思
い
を
、
窪
島
さ
ん
を
迎
え
て
、
池

辺
さ
ん
の
指
揮
で
歌
い
ま
し
た
。

窪
島
さ
ん
と
池
辺
さ
ん
の
対
談
も
あ

り
、
参
加
し
た
約
１
０
０
０
人
の
聴
衆

と
と
も
に
平
和
へ
の
思
い
を
共
有
し
た

音
楽
会
に
な
り
ま
し
た
。

核
兵
器
は
絶
対
禁
止
に
！

ー
原
水
禁
世
界
大
会
報
告
会

９
月
22
日
い
な
っ
せ
で
、
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
の
報
告
会
が
、
上
伊
那
原

水
協
の
企
画
で
開
催
さ
れ
、
約
60
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

医
療
生
協
・
Ｇ
Ｆ
Ｐ
上
伊
那
・
高
教

組
か
ら
の
参
加
者
が
次
々
報
告
。
被
爆

の
実
相
や
佐
世
保
港
が
米
軍
の
軍
港
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
知
る
中
で
、

核
兵
器
を
世
界
か
ら
無
く
す
取
り
組
み

へ
の
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
下
与
兵
衛
・
首
都
大
学
東

京
特
任
教
授
が
「
核
兵
器
禁
止
条
約
を

批
准
さ
せ
、
安
倍
九
条
改
憲
を
さ
せ
な

い
た
め
に
」
と
題
し
て
特
別
講
演
を
行

い
、
安
倍
首
相
の
改
憲
案
は
、
日
本
を

世
界
の
ど
こ
で
で
も
戦
争
で
き
る
国
に

す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
こ
と
、
核
兵

器
禁
止
条
約
こ
そ
世
界
平
和
の
道
で
あ

る
こ
と
を
資
料
を
提
示
し
な
が
ら
詳
し

く
話
し
、
ま
と
め
と
し
て
、
選
挙
に
勝
っ

て
安
倍
改
憲
を
つ
ぶ
し
ま
し
ょ
う
、
と

結
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
Ｉ
さ
ん
（
60
代
・
女
）
は
、

「
立
派
な
報
告
集
（
写
真
）
も
出
さ
れ
、

北
朝
鮮
問
題
の

解
決
法
も
聞
く

こ
と
が
で
き
て
、

参
加
し
て
よ
か
っ

た
で
す
。
」
と

の
感
想
を
寄
せ

ま
し
た
。

「
平
和
を
守
ろ
う
・

安
倍
内
閣
倒
そ
う
」
行
動

「
安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
」
行
動
日

の
９
月
３
日
、
手
良
９
条
の
会
は
中
坪

交
差
点
で
６
人
が
参
加
。
竜
東
と
東
春

近
の
九
条
の
会
は
、
ベ
ル
シ
ャ
イ
ン
前

に
11
人
が
参
加
し
て
行
い
ま
し
た
。

11
日
朝
、
平
成
大
橋
た
も
と
で
、
共

産
党
伊
那
市
委
員
会
呼
び
か
け
の
「
共

謀
罪
廃
止
」
を
求
め
た
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
が
行
わ
れ
、
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
19
日
早
朝
の
、
戦
争
法
廃
止

を
求
め
る
行
動
に
は
、
高
遠
町
９
条
の

会
が
三
峰
川
橋
た
も
と
で
８
人
の
参
加
。

竜
東
橋
北
交
差
点
で
は
、
東
春
近
と
竜

東
の
九
条
の
会
が
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

取
組
み
ま
し
た
。

青
年
ら
は
毎
週
水
曜
日
の
朝
、
大
萱

交
差
点
で
平
和
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
が
は
じ
ま
っ
た
９
月
20
日
、
各
国
政
府

に
条
約
参
加
を
迫
る
世
界
同
時
行
動
、
「
平
和
の
波
」
が
日
本
を
起
点
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

通り町を行く平和の波ウォーク

合唱団と指揮者の池辺晋一郎さん

「平和を願う行動」くり広げる
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小
・
中
学
校
の
新
一
年
生
に
支
給

さ
れ
る
就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
が

来
春
か
ら
、
入
学
前
に
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
９
月
議
会
の
飯
島
光
豊

議
員
の
一
般
質
問
に
教
育
委
員
会
が

答
え
た
も
の
で
す
。
中
学
１
年
生
に

つ
い
て
は
来
春
か
ら
入
学
前
支
給
を

飯
島
議
員
に
、
す
で
に
答
弁
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
答
弁
で
、
伊
那

市
で
は
、
来
春
か
ら
、
小
・
中
学
と

も
に
、
新
１
年
生
の
入
学
準
備
金
の

入
学
前
支
給
が
実
現
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

就
学
援
助
と
は
、
経
済
的
理
由
で

就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
、
市
町
村
が
必
要

な
資
金
援
助
を
す
る
国
の
制
度
で
す
。

伊
那
市
で
は
、
小
学
生
の
10
人
に
一

人
、
中
学
生
の
８
人
に
一
人
が
こ
の

制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
新
１
年
生
へ
の
入
学

準
備
金
の
支
給
は
、
入
学
後
の
７
月

で
し
た
。
お
金
が
一
番
必
要
な
入
学

式
前
の
２
月
に
支
給
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
実
現
に
、

保
護
者
の
皆
さ
ん

か
ら
喜
び
の
声
が

届
い
て
い
ま
す
。

境

有

賀

光

良

一
九
六
五
年
は
消
費
者
米
価
の
値
上
げ
か
ら

こ
の
年
、
政
府
（
佐
藤
栄
作
首
相
）
は
一
月
一
日
か
ら
消
費

者
米
価
を
平
均
一
六
、
二
％
引
き
上
げ
ま
し
た
。
当
時
、
米
の

値
段
は
諸
物
価
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
時
代
で
し
た
の
で
、
以

後
、
生
活
必
需
品
の
値
上
が
り
に
大
き
く
ひ
び
い
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
政
府
は
「
生
産
者
米
価
を
上
げ
れ
ば
、
消
費
者
米
価
を

上
げ
る
」
と
い
う
「
ス
ラ
イ
ド
制
」
を
実
施
し
て
、
農
民
と
消

費
者
を
対
立
さ
せ
、
マ
ス
コ
ミ
を
動
員
し
て
、
農
民
の
た
た
か

い
を
困
難
に
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
を
強
め
ま
し
た
。

米
価
闘
争
の
牽
引
者
、
上
伊
那
労
農
会
議

共
産
党
の
松
田
晴
男
県
議
を
議
長
に
、
日
本
農
民
組
合
、
上

伊
那
地
区
評
、
農
協
労
連
、
同
従
連
、
全
農
林
、
伊
那
市
連
青
、

上
伊
那
郡
青
、
農
協
青
年
部
、
同
婦
人
部
で
構
成
さ
れ
た
共
闘

組
織
で
上
伊
那
の
米
価
闘
争
を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。

伊
那
市
営
球
場
で
、
五
千
人
の
総
決
起
大
会

上
伊
那
米
価
対
策
委
員
会
（
上
伊
那
農
協
組
合
長
会
、
農
協

従
連
、
農
協
労
連
、
日
農
、
全
農
林
な
ど
で
構
成
）
は
六
月
二

十
九
日
午
後
二
時
か
ら
伊
那
市
営
球
場
に
農
民
・
労
働
者
約
五

千
人
を
集
め
て
、
六
五
年
産
米
価
要
求
総
決
起
大
会
を
ひ
ら
き

ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
①
１
５
０
キ
ロ
（
一
石
）
平
均
１
万
８
９
８
６
円

（
農
協
米
対
の
要
求
）

②
食
管
制
度
の
堅
持
、
ス
ラ
イ
ド
制

反
対

③
農
畜
産
物
価
格
の
保
障
の
三
つ
の
要
求
を
確
認
し
、

集
会
の
あ
と
伊
那
市
駅
ま
で
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

7
月
31
日
の
夜
、

伊
那
市
の
中
央
部
付
近
で
1
時
間

に
１
０
０
ミ
リ
以
上
の
大
雨
が
降
っ

た
と
し
て
、
長
野
県
は
記
録
的
短

時
間
大
雨
情
報
を
発
表
し
ま
し
た
。

伊
那
市
の
中
央
部
と
い
う
と
市

民
の
多
く
は
伊
那
市
駅
付
近
を
想

像
し
ま
す
が
、
そ
の
場
所
は
高
遠

町
の
長
藤
地
区
で
、
地
図
で
見
る

と
そ
こ
は
ま
さ
に
伊
那
市
の
中
央

部
と
い
っ
た
位
置
で
す
。
長
藤
中

村
地
区
に
は
国
交
省
の
藤
沢
雨
量

計
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
雨

量
計
の
数
値
が
県
の
大
雨
情
報
に

つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
雨
で
付
近
は
大
き
な
被
害

が
出
ま
し
た
。
被
害
道
路
の
一
部

は
災
害
復
旧
の
予
算
が
付
い
た
の

で
す
が
、
多
く
の
林
道
は
放
置
さ

れ
た
ま
ま
で
す
。
山
に
入
っ
て
み

る
と
林
道
が
雨
で
え
ぐ
ら
れ
て
、

大
き
な
石
が
ご
ろ
ご
ろ
と
む
き
出

し
に
な
り
、
ま
る
で
川
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

県
の
森
林
税
は
こ
ん
な
所
に
こ

そ
使
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

市議の

窓
林
道
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
被
害
は

放
置
で
き
な
い

前
沢
け
い
子

上
伊
那
の
米
価
闘
争

６

小
・
中
新
一
年
生
の
入
学
準
備
金

入
学
前
支
給
が
実
現
！

市
営
住
宅
建
替
え
時
に
、
仮
住

ま
い
が
必
要
に
な
る
高
齢
者
・
障

が
い
者
・
母
子
父
子
家
庭
へ
の
配

慮
を
と
質
問
し
ま
し
た
。

既
に
、
若
宮
団
地
も
募
集
停
止

と
な
り
、
安
い
住
宅
は
無
く
、
単

身
で
申
し
込
め
る
の
は
城
南
町
団

地
の
み
で
す
。
城
南
町
は
人
気
が

高
く
な
か
な
か
募
集
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
３
Ｄ
Ｋ
で
も
単

身
者
が
入
れ
る
よ
う
に
や
、
高
遠
・

長
谷
の
中
所
得
者
向
け
を
低
所
得

者
向
け
に
一
部
転
換
を
と
質
問
。

市
長
か
ら
「
長
野
県
の
よ
う
に

減
免
制
度
を
作
る
こ
と
を
検
討
す

る
。
ま
た
、
空
い
て
い
る
住
宅
を

低
所
得
者
向
け
に
転
換
も
考
え
る
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

仮
住
ま
い
に
困
っ
て
い
る
人
へ

の
朗
報
に
な
り
ま
し
た
。

（
柳
川
ひ
ろ
み
）

市
営
住
宅
建
て
替
え
時

弱
者
に
配
慮
へ

９
月市

議
会
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党
と
と
も
に
50
年

西
箕
輪
・
大
萱

城
田
洋
子
（
71
）

50
年
前
、
高
校
を
卒
業
し
て
２
年
目
で
日
本
共
産
党

に
入
り
ま
し
た
。
少
し
早
か
っ
た
か
な
と
思
い
も
し
ま

し
た
が
、
も
う
50
年
も
た
つ
ん
だ
な
と
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

立
派
な
こ
と
を
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本

や
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で
、
共
産
党
員
だ
と
い

う
こ
と
を
わ
す
れ
ず
に
生
き
る
こ
と
が
大
事
だ
と
自
分

に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

な
に
が
あ
っ
て
も
〝
共
産
党
は
、
命
を
か
け
て
戦
争

に
反
対
し
、
労
働
者
や
貧
乏
人
、
暮
ら
し
に
困
っ
て
い

る
人
の
た
め
に
あ
る
〟
こ
と
を
信
条
に
、
攻
撃
を
受
け

た
時
も
党
に
し
が
み
つ
い
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
共
産

党
は
し
っ
か
り
し
た
考
え
を
持
ち
、
ス
ジ
を
通
し
、
ブ

レ
な
い
の
が
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
「
死
ん
だ
ら
、
真
剣

に
生
き
て
き
た
党
員
な
ら
赤
旗
で
包
ん
で
も
ら
え
る
」

と
友
だ
ち
か
ら
聞
い
た
の
で
私
も
是
非
そ
う
し
て
ほ
し

い
で
す
。

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
に
な
り
、
今
は
、
仲
間
の
近
く
の

施
設
に
入
れ
て
嬉
し
い
で
す
。
選
挙
に
な
れ
ば
入
所
者

や
職
員
の
み
な
さ
ん
に
「
共
産
党
と
○
○
さ
ん
に
投
票

し
て
」
と
声
を
か
け
て
い
ま
す
。
総
選
挙
が
近
い
よ
う

な
の
で
、
身
近
な
人
に
党
や
野
党
の
候
補
に
支
持
を
広

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
共
産
党
と
共
に
生
き
た
い
で
す
。
（
談
）

随想

☆ 映画「東京原発」上映会
１０月７日（土）午後２時～３時５０分

お話会 ４時～４時４０分

宮田村民会館

協力金 ３００円（高校生以下無料）

主催：さよなら原発上伊那の会

連絡先：事務局（上伊那医療生協組合員センター内）

（７９－８７０２）

☆ 第８回「満蒙開拓義勇軍」シンポジウム
子どもたちの「満州開拓」

学校はどのように青少年義勇軍とかかわったか

―上伊那における青少年義勇軍―

１０月１４日（土）午後１時３０分開会

いなっせ５階 資料代５００円

主催:実行委員会 連絡先：唐木達雄（85－4070）

橋本明典（73‐7325）

☆ 講演「戦争体験を語る」―内田かつ子さん
１０月１４日（土）午後１時３０分～３時１５分

富県北福地集落センター

参加費はいりません。どなたでも参加できます。

主催：富県九条の会

連絡先：竹松主裕・小林征一

☆ 高遠町９条の会は１１月１２日（日）に
満蒙開拓記念館などを訪れる予定

＊お知らせ：前号でご案内した「赤旗信州秋まつり」は、衆院

「解散・総選挙」の情勢のもと、中止となりました。ご理解・ご協

力よろしくお願い致します。

風 物 詩

☆ アベ政治を許さない行動
10月３日（火）午後１２時２０分～

ベルシャイン前・手良中坪交差点

主催：九条の会など

☆ 共謀罪法廃止行動
10月10日（火）午前７時半～８時

平成大橋たもと 共産党が呼びかけ

☆ 戦争法廃止行動
10月19日（木）午前７時１５分～

竜東橋北交差点・三峰川橋たもと

主催：九条の会など

☆ 「脱原発」いな金行動
毎週金曜日午後６時～６時半

いなっせ北側広場（さよなら原発上伊那の会）

秋の山の幸の一つアケビを戴きました。ネッ

トに「皮をそぎ切りにして水にさらし、天ぷ

らにするとおいしい」とあったので試してみ

ました。お勧めです。 （写真・文 市川）

アケビどっさり


